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使用機器の校正準備 試験結果のトレーサビリティーを確保するため

試験ふるい目開き検査法のご提案

網目のゆるみ・破れ・目づまり、発見検査にも有効です。

網目のゆるみがデジタルカメラで確認ができる！
5mm以下の細骨材用ふるいは顕微鏡、投影機を用いて検査することは、工場では不可能であった。
サンドメジャーは工場単位で確認し、良否判定をできることを提案します。

サンドメジャーの計算ソフトにふるい網目ソフトをバージョンアップしました。
砂の粒度解析、粗粒率と粗骨材の粒径円形率、多くの情報を搭載しています。

JISの検査法に基づいて個々網目、目開きを数値化し
報告書作成までおこないます。

1最大目開き寸法：JIS寸法との許容差確認

2平均目開き寸法：JIS寸法との許容差確認

3最大標準偏差値：JIA寸法 規定値との確認

4測 定 個 数：JIS個数以上

5測 定 分 解 能：画像解析による測定性能

■ 表示内容

■ 概 要 JISZ8801 準拠

試験用ふるいをデジタルカメラによって撮影した画像をコンピュータによって計
測し、網目の目開きを表示するシステムです。すでに発売中のサンドメジャーの
バージョンにソフトを追加し、工場での日常管理に迅速活用可能といたしました。

長さの校正連鎖トレーサビリティは市販の原器標準尺を使います。
ふるいの種類は 細骨ふるい5mmから0.075mm（セメント用でも可能です）

粗骨材ふるい40mmから10mmが可能です。

所要時間は一枚のふるいに撮影約3分、処理計算は全ふるい終了
時一斉印刷となります。

共同開発 全国生コンクリート工業組合連合会

さらに充実！

網目
最大目開き
最大許容差
平均目開き
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測定個数
測定分解能

2.36mm
2.65mm
2.61mm
2.43mm
2.44～2.28mm
0.14mm
0.114mm
292個
0.02mm
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